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○自分を大事にする 

 勉強は、できたほうがいいです。 

 運動も、できたほうがいいです。 

 一生懸命に努力する姿勢は忘れないようにしましょう。 

 でも、それよりも大事なことがあります。 

 それは、安全な中学校生活をおくることです。 

 そして、人として成長していくことです。 

 わが学舎に、どうでもいい生徒は一人もいません。 

 一人一人が大切な本校の生徒です。 

 いちばん大切なのは皆さんの命です。 

 学校では様々な場面で先生方が皆さんを見守っています。 

 私も朝の登校風景から皆さんを見守るようにしています。 

 元気に登校してくれた皆さんが無事に帰っていくことが最優先なのです。 

 くれぐれも「ケガや事故」がないように注意しましょう。 

 自分を大事にしてください。 

 

○家庭訪問は何のためにあるの？ 

 家庭訪問期間になりました。 

 そもそも家庭訪問は何のためにあるのでしょうか。 

 少し考えてみましょう。 

 それは、あなたのためにあるのです。 

 大切な一年間、一人一人に力を発揮してもらうためにあるのです。 

 担任の先生は、保護者の方々と面談します。 

 中学校生活の、かけがえのない時間を無駄にしないための話です。 

 それらはすべて、皆さんの健やかな成長を願ってのものなのです。 

 そのことを知っておきましょう。 

 先生が来られた日には、どんな話があったのか聞いてみましょう。 

 きっと、あなたのこれからに生かされていくはずです。 

 期間中は下校時間が早くなります。 

 部活動など用事のある生徒以外は、まっすぐに下校してください。 

 そして時間を有効に使いましょう。 

 放課後の行動には十分に注意してください。 

 自覚と責任をもった富野中学校生徒の行動に期待します。 


